
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収支シミュレーション 

資料－３ 



■収支シミュレーション（経営戦略の計画期間：令和３年度～令和12年度）（１／２）

ケース１ ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス10％まで回復すると仮定
ケース２ ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス15％まで回復すると仮定

分類 （１） 基本ケース
分類 （２） 令和３年度下半期における軽油価格の高騰が今後も継続した場合
分類 （３） 令和６年度以降のコロナ収束後において、人件費を（１）から各年度２％抑制した場合
分類 （４） （２）及び（３）双方を反映した場合

※ 下記のグラフは、各年度の収支において特別損益を除いた「経常収益」「経常費用」を棒グラフで示し、特別損益も含めた「当年度純損益」を折れ線グラフで示したものである。
（単位：百万円）
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②（基本ケース）の費用内訳
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【ケース1-(1)】10％減（基本ケース）
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【ケース1-(2)】10％減（軽油高騰）
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【ケース1-(3)】10％減（人件費抑制）
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【ケース1-(4)】10％減（軽油高騰＋人件費抑制）

経常収益 経常費用 当年度純損益

特別利益
約5.3億円
(土地売却)

収支(R3年度)約3億円の赤字

R3～R12収支累積
約3億円の赤字

車両更新等で
費用増大

新規採用
抑制等で漸減

軽油価格
約115円/ℓで想定

【ケース1-(1)】から
R3～R12累積で
約1.4億円赤字拡大

【ケース1-(1)】から
R3～R12累積で
約2.3億円赤字改善

人件費を【ケース1-(1)】
×0.98(2%カット)で計算

【ケース1-(1)】から
R3～R12累積で
約0.6億円赤字改善

軽油価格は【ケース1-(2)】
人件費は【ケース1-(3)】の
条件で計算

乗合収入を
令和元年度×0.9(10%減)と仮定



■収支シミュレーション（経営戦略の計画期間：令和３年度～令和12年度）（２／２）

ケース１ ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス10％まで回復すると仮定
ケース２ ：令和６年度の乗合収入（負担金除く）が令和元年度比でマイナス15％まで回復すると仮定

分類 （１） 基本ケース
分類 （２） 令和３年度下半期における軽油価格の高騰が今後も継続した場合
分類 （３） 令和６年度以降のコロナ収束後において、人件費を（１）から各年度２％抑制した場合
分類 （４） （２）及び（３）双方を反映した場合

※ 下記のグラフは、各年度の収支において特別損益を除いた「経常収益」「経常費用」を棒グラフで示し、特別損益も含めた「当年度純損益」を折れ線グラフで示したものである。
（単位：百万円）
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【ケース2-(1)】15％減（基本ケース）
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貸切 運送雑収益 営業外収益
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②（基本ケース）の費用内訳

人件費 物件費 経費 減価償却費外 営業外費用 特別損失
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【ケース2-(2)】15％減（軽油高騰）
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【ケース2-(3)】15%減（人件費抑制）

経常収益 経常費用 当年度純損益

△ 400
△ 300
△ 200
△ 100
0
100
200
300
400

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000 （

当
年
度
純
損
益
）

（
経
常
収
益
・
経
常
費
用
）

【ケース2-(4)】15%減（軽油高騰＋人件費抑制）

経常収益 経常費用 当年度純損益

収支(R3年度)約3億円の赤字

R3～R12収支累積
約14.5億円の赤字

特別利益
約5.3億円
(土地売却)

車両更新等で
費用増大 新規採用

抑制等で漸減

【ケース2-(1)】から
R3～R12累積で
約2.2億円赤字拡大

乗合収入を
令和元年度×0.85(15%減)と仮定

人件費を【ケース2-(1)】
×0.98(2%カット)で計算

【ケース2-(1)】から
R3～R12累積で
約3.4億円赤字改善

軽油価格は【ケース2-(2)】
人件費は【ケース2-(3)】の
条件で計算

【ケース2-(1)】から
R3～R12累積で
約1.1億円赤字改善

軽油価格
約115円/ℓで想定


